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バックアップよ、さらば！
Rubrikを使うと何がどう変わるのか



ビジネス及びITに求められている要素の変化

ビジネスは俊敏なITを求めている
迅速なアプリケーションのリリースが必要
インフラの構築を待っていられない

ITリソース消費の適正化（ムダを省く）
小さく初めて段階的に拡大する
データ移行の排除
ラックスペース、消費電力、電力消費の削減

ワンクリックのシンプルさ
容易な導入
負荷分散、保守業務、”ベビーシッター”の排除
トレーニング費用の削減及び排除

クラウドの利用は拡大する一歩
継続的な技術革新

Faster

Lower TCO

Simpler

Flexible
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本番データを開発／検証にコピー

想定されうる事象 / Known Knowns

想定外の事象 / Known Unknowns
不測の事態

バグやオペミスによるロスト、論理破損

システム障害

バージョンアップ失敗、作業ミス時の担保

データ移行

サイバー攻撃

バックアップ
/ Backup

データセンター障害
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ジョブ
/ Job

• 何時にいくつのジョブを走らせるのか
• 対象の容量
• ジョブのタイプ（フル、差分、増分、合成フル、レプリケーション、テープアウト）
• それぞれの世代は
• 同時多重に基づいたアーキテクチャー設計

• バックアップサーバー／プロキシ／メディアサーバー
• ネットワーク
• ストレージ（ディスク／テープ／クラウド？？）
• SPOFを排除するための冗長化検討

• 保存先のストレージの容量サイジング
• ジョブが失敗した時に備えたリラン時間の確保
• カタログデータは別にバックアップを設計
• 互換性（Compatibility）の管理
• 運用引き継ぎのために手順書の準備とスキルトランスファー

・・・

× 長い構築期間と複雑なアーキテクチャー
× 最大時間以外はは低い使用率
× 対象が増えた時は再度プロジェクト化
× バージョンアップ不可
× 必要な時にリストアできる自信がない。もしくはできなかった

管理

結果 ＝ 複雑で使い難いシステム



5

SLA

• ポリシーベースの自動化
• RPO
• リテンション
• 除外時間（初回、通常時）
• アーカイブ
• レプリケーション

 日々の取り込みはポリシーに基づいて自動制御
 デフォルトで永久増分の合成フル
 データ保護に特化したスケールアウトハードウェア
 SPOFなし

○ シンプルな設計と設定
○ マスターレス、スケールアウトで増設も簡単
○ APIの疎結合のためバージョン管理も容易
○ 確実なリカバリとデータの再利用

管理

結果

ジョブ

Nutanixとの相性は抜群！
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インフラストラクチャを統合しビジネス要件に対応

ハイパーバイザー

バックアップソフトウェア

コンピュート

ファイバーチャネル

ストレージ

ファイルのためのNAS

バックアップサーバー

重複排除ディスク

テープ及びライブラリ

外部アーカイブ

ハイパーコンバージド

コンバージドバックアップ

パブリッククラウド

3年前 現在
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長期リテンションも効率的に管理する
ノードベース アーキテクチャ

4 ノード, 75 TB 実効容量
30,000 IOPS

クラスタ スペック 使用期間

8ノード, 150 TB実効容量
60,000 IOPS

12ノード, 225 TB実効容量
90,000 IOPS

16ノード, 300 TB実効容量
120,000 IOPS

20ノード, 375 TB実効容量
150,000 IOPS

20ノード, 375 TB実効容量
150,000 IOPS Next Gen

クラスタ

0-5 年

1-6年

2-7年

3-8年

4-9年

5-10年

データ移行
不要



Rubrikとは



急速な技術革新と市場認知
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v1.0
Hybrid Cloud 

Backup & Recovery

v2.0
Offsite/Cloud

Replication/DR

2015

v2.2
Security & Scale

v2.1
Auto-Protect

v2.3
Object Store 

Support Expansion

v3.0
Physical & Edge

2016

v3.2
Cloud Cluster

v3.1
Rich Visual Reporting 

(Envision)

v4.0
All Workloads,

Anywhere

Magic Quadrant for 
Data Center Backup 
and Recovery 
Solutions

2017



Rubrikの特徴

Quick Start: Rack and Go.極めて簡単なシス
テム設定と直感的なメニュー構成

Rapid Ingest: Flashに最適化された並列イン
ジェスト、 スケールアウトでグローバル圧縮と重
複排除

Automate: 複雑なバックアップポリシーを設定
を排し、自動化と管理負荷の軽減を実現

Instant Recover: VM & SQL Serverのポイン
トインリカバリ。検索からのファイルレベルリカバ
リ

Secure: End-to-endの暗号化。ランサムウェア
対策の不変データ。

Cloud: シームレスな検索が可能なCloudへの
アーカイブと災害対策/テスト/開発のためのクラ
ウド上でのアプリの起動

プライマリ環境

SLA Policy Engine

Log Management

NAS

Private Public
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アプリケーション及びデータベースの即時利用

VM

SQL

プライマリ環境

ライブマウント

即時リカバリ

ライブマウント

Point-in-Timeの即時リカバリ

クラウド上で起動

ニアゼロ RTO

テスト／開発の高速化

セルフサービス利用＆
自動化

リカバリ及びテスト／開発の
データ管理を高速化



クラウドストレージサービス

12

アプリケーションモビリティ：
クラウド上でアプリケーションのインスタンス化

App App App

テスト／開発のためにアプリを移動。俊敏性を実現しながらアイドル状態のインフラを排除

保存されているスナップショッ
トをクラウドストレージに送信

App App App

1

クラウド上でアプリを起動するために
互換性のあるクラウドインスタンスタ
イプを推奨

2
一時的なRubrikノードがVMをクラウ
ドインスタンスに変換。
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現在のデータセンター

バックアッププロキシ

プライマリ
ストレージバックアップサーバ

検索サーバ

ディスクベース
バックアップ

テープアーカイブ テープの
外部搬送

本番環境



Rubrikでデータセンターのインフラをシンプル化

Scale Out

Scale Out Rubrik

レプリケーション + 長期保管 + 検索

プライマリ
ストレージ

本番環境

Private



バックアップ
レプリケーション
アーカイブ
検索
分析
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Rubrik Anywhere−データセンターからクラウドへ

オンプレミス
アプリケーション＆データ

Azure InstanceEC2 Instance

クラウド内生成アプリ クラウド内生成アプリ



Rubrikの価値

Lower TCOEasy to Deploy

運用の自動化
マニュアルレスなUI

複雑な構成設計、ロードバラン
ス、運用のメンテナンスは不要

Simple to Scale

スモールスタート
2Uずつの順次増強

Google や Facebookのような
スケールアウトプラットフォーム

ラックスペース効率
TCOの低減

パブリッククラウド／オブジェ
クトストレージ／NFS／Tape

へのアーカイブ



単なるバックアップから様々な用途でのデータ活用基盤

Rubrik クラウドデータ管理

バックアップ＆
リカバリ

災害対策

API-first アーキテクチャー

アーカイブ＆
コンプライアンス

検索コピーデータ
管理

分析
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Nutanix AHVとの統合

AHV

Nutanix Enterprise Cloud

SLA

ポリシーに準拠した自動化
バックアップ、レプリケーション、

アーカイブ

データ保護＆管理

セルフサービス、ポリシードリブン
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エンタープライズクラウド サービスデリバリー

App

AHV
すべてのアプリをあらゆる場所で

Rubrikを介して
データサービスを提供

App

バックアップリカバリ、災害対策、
アーカイブ＆コンプライアンス、
コピーデータ管理、検索、分析



画面イメージ



設定概要

AHVとの

統合
SLA ポリシー

リアルタイム

データ検索



AHVとの簡単な統合

AHVとの

統合
SLA ポリシー

リアルタイム

データ検索









SLAポリシー

AHVとの

統合
SLA ポリシー

リアルタイム

データ検索
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RPO リテンション
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アーカイブ

レプリ
ケーション



リアルタイムデータ検索

AHVとの

統合
SLA ポリシー

リアルタイム

データ検索











事例
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Chapters Health System

成果課題

• ランサムウェアの被害が急増する
中で対策が不十分

• 従来型のバックアップソフトでは
導入・運用にコストが掛かり過ぎる

• バックアップジョブは定期的に
失敗

• RPOもRTOも不満足

• バージョンアップの際には各種
エージェントにも作業が発生

• Nutanix AHVとVMware vSphereの
両方を統合して管理

• ランサムウェアからのデータロスを
回避

• ハードウェアの統合を含む大幅な
TCOの削減

• RPO 15分、RTOを従来8時間から30
秒に短縮

• 日々の管理時間を数時間から数分
に短縮

• グローバルファイル検索で保存場所
を忘れたファイルも復元が可能



まとめ

ハードウェアとソフトウェアを組み合わせてコスト削減
大規模な導入サービス（工数）を排除

データ移行の排除

次世代インフラ導入によりクラウドの使い易さを実現
3-Tierのインフラを排除

アプリケーションのより迅速なリリースを保証

クラウド時代に合わせた実装
パブリッククラウドの効率的な利用を促進
API-firstアーキテクチャのため継続的な革新を実現

簡単な導入及び管理
トレーニングコストを最小限に抑制
コンポーネントの数を減らすことで可用性を向上

Faster

Lower TCO

Simpler

Flexible





Don’t Backup. Go Forward.


